
大阪協栄信用組合 SDGｓ宣言 

大阪協栄信用組合は、地域におけるリテール金融機関としての信念を持ち、大手金融機関とは

異なる独自の金融サービスを提供してまいりました。 

そして、中小零細企業の経済的地位の向上に貢献し、地域経済の潤滑油としての役割を果た

すことを基本方針に掲げております。 

 

持続可能な社会の実現に貢献すべく、当組合の取組を「SDGｓ～持続可能な開発目標～」の

観点から再確認し、ここに「大阪協栄信用組合 SDGｓ宣言」を制定いたします。 

 

令和 4年 11月 1日 

大阪協栄信用組合 

理事長 船曳 吾 

 

SDGｓとは 

「持続可能な開発目標(SDGｓ：Sustainable Development Goals)」とは、2015年 9月

の国連サミットで採択された2030年までに持続可能でよりよい世界を目指す国際目標です。

17のゴール・169のターゲットから構成され，地球上の「誰一人取り残さない（leave no one 

behind）」ことを誓っています。 
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大阪協栄信用組合 SDGｓに関する具体的取組方針 

テーマ 取組方針 SDGｓ 

地域経済の活性化 

の取組み 

・ 創業者支援 

・ 事業承継サポート 

・ クイックレスポンス融資による地域の中小事業者支援 

・ しんくみの日週間献血運動への職員の参加 

・ 地方公共団体への寄附金の贈呈 

   

 

地域社会の発展 

への取組み 

・ 福祉団体への寄附金の贈呈 

・ 医療研究機関への寄附金の贈呈 

    

環境保全の取組み 

・ カーボンオフセット通帳の採用 

・ 満期案内や総代会事業報告書の郵送廃止による紙使用量の削減 

・ 業務システム導入によるペーパーレス化の推進 

・ 店舗 LED照明への切替による省エネ化 

・ ビジネスカジュアルの導入 

   

 

人材育成の取組み 

・ 各種検定試験、資格の取得奨励制度の充実 

・ 女性管理職の積極的登用 

   

 

経営体制の 

強化・充実 

・ 経営基盤の強化、コンプライアンスの徹底 

・ リスク管理態勢、内部管理態勢の徹底 

・ マネーローンダリング管理体制の強化 

・ サイバーセキュリティ対策の強化  
 

   

 


